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Interleukin-4 receptor α-based hybrid peptide
effectively induces antitumor activity in head
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法、real-time PCR 法、Flow cytometory (FACS) を用いて IL-4Rαの発現
の有無を確認した。ペプチドの腫瘍特異性に関しては、蛍光ペプチドを用
いて、FACS と共焦点顕微鏡を用いて評価した。IL-4Rα- hybrid peptide
の殺細胞効果を、細胞レベルにおいては MTT assay、動物レベルでは、















結果が得られた。FACS において IL-4R の発現を定量化し、IC50 値との
相関、および IC50ratio との相関を確認し、IL-4Rα の発現が多いと、
hybrid peptide はより効果を示すことが明らかとなった。 
 
	 ハイブリッドペプチドは癌細胞に接触後数分以内に効果を示すが、フ









	 さらに、マウスに口腔がんを皮下腫瘍移植し Xenograft model を作製
し、食塩水をコントロールとして、Lytic peptide、IL-4Rα-hybrid 








おいて、in vitro、in vivo の試験で Hybrid peptide の有用性を示すこと
ができ、腫瘍内投与では副作用は認めなかった。IL-4Rα-hybrid peptide
は、今後口腔がんの治療の一助になると考え、新たなオーダーメイド治
療が期待される。 
 
